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わが国における血液事菜は.昭和39年o1回議決定以免巨乱地方公共団体,日本赤十字社の三著が-捧とな

って献血の推進に取り組んでまいりましたが.その籍果国民の暖かいご聖解とご協カのもと,闘床各位のご穿

力により-般の翰血用血液製剤につきましてはその全てを献血で賄えるところまで参りました.

しかしながら,血液中の血崇から造られる血衆分画製剤につきましては, -般の医藁品と囲様に取り扱われ.

国内外の民間製薬会社により原料となる血費や製品が大量に輪入され,使用皇も膨大のものとなっております.

また,これらは主にアメIJカにおける売血を原科としており.この血液凝固函子製剤を任用した血友蕪患者か

ら多くのエイズ患者が発生したことは記憶に新しいところであります.

こうした血策分画型剤の輪入依存の状態には,人捧の-部である血液を売買した嘗利の対象とすることにつ

いての倫璽性の問題.未知のウイルスの混入という安全牲からの問題,また,生命の維持に不可欠な血液型剤

を外国に俵存していることによる不安定な供捻システムの問遼などが内包されているところであります.

このような観点から,掛こ緊急佐の苗い血液凝園因子製剤については,昭和63年末に衆.参両蔓院において

早期に国内自給を図るぺきであるとの国会決議がなされているところであり,また国民各界.各届の意見を反

映するため厚生省が設畳した新血液事業椎進検討委員会においても,平鹿元年9月に鎧出された第-次報合の

中で同樵の塵旨が鼓く述ペられているところでありますo

このため,厚生省においては,今後,わが国の血液夢業は全ての血液製剤を献血により確保することを基本

方針として.今般別故く略lのとおり薬務局長より本社長並ぴに各蔀連府県知事あてr血崇分画製剤原料血祭

確保対策についてJ遍知されたところであります.

日本赤十字社といたしましては.従来からの-般の輪血用血液製荊の安定的確掛こ全力を珪ぐとともに,国

民から負託を受けた献血血液を最後まで有効に活用するため.昭和58年から推遊して参りました,アルプミン

製剤を中心とした-部血免分画製剤の恕遣一供絵を謎続しつつ,今後は.上記適知に基づいて血液蘇固因子製

剤の国内自籍違成に向けて. -層の穿力重ねてまいることといたましたq

本社の血液競固囲子製剤の製造休制につきましては.安全かっ効率の高い外国の禦遣技術を尋入することと

し,現在,国の靖助金を受仇北海道千歳市の血菜分画センタ-に製造施設を堵設中であります.同時に,血

液事菱が全捧として安定的に運宮できる財政対策及ぴ製造された製品が確芙に患者に使掲されるような国家的

供給管理捧制についても.国に対し早期の曜立をお臥1しているところであります.

しかしながら.何にも増して重要なことは,献血者o1確鼠 とりわけ成分献血の飛躍的な増大を図ることで

あり,そのためには国民の-層の理解と協力を得ることが不可欠でありますので,国.地方公共団捧,日赤の

三著が-体となって薪たな血液事業に対応した献血推進違勤を農閑する必要があります.

ついては,当面の繋急課題とされている血液凝固因子製剤の国内白給を達成するため,赤十字のあらゆる組

織を活用するはか,地方公共田体との遵扶をより-層襲化して献血者の確保と成分献血の推進に取り粗まれた

く,輯良のご配意をお額h1しますo

また.平成3年度における各血液センタ-別の原料血崇確保自境量は別表く略Iのとおりであることを申し

添えます,


